
～科目保健～
【知識・技能】
〇知識
「～について，理解したことを言ったり
書いたりしている」

〇技能
「～について，理解したことを言ったり
書いたりしているとともに，（～が）できる」

【思考・判断・表現】
「～している」

【主体的に学習に取り組む態度】
「～しようとしている」

学習指導要領解説の＜例示＞の文末を変換するなどして単元の評価規準を作成する方法

各教科における評価は，学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するものです。（目標準拠評価）

したがって，目標準拠評価は，集団内での相対的な位置付けを評価するいわゆる相対評価とは異なります。

・観点別学習状況の評価や評
定には示しきれない児童生
徒一人一人のよい点や可能

性，進歩の状況について評
価するものです。

・積極的に評価し，児童生徒

に伝えることが重要です。

個人内評価評 定

・観点別学習状況の評価の結果を総括します。

・５段階で評価（小学校は３段階。小学校低学年は行わない。）

・知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身

に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で，自らの学

習を調整しようとしているかどうかを含めて評価します。

知識及び技能 思考力，判断力，
表現力等

学びに向かう力，
人間性等

学習指導要領に

示す目標や内容

・観点ごとに評価し，児

童生徒の学習状況を分

析的に捉えるもの

・観点ごとにＡＢＣの３

段階で評価

知識・技能

思考・
判断・
表現・

観点別学習状況

評価の各観点

主体的に学習に
取り組む態度

感性，思いやり
など

学習評価の基本構造

＜参考＞「児童生徒の学習評価の在り方（報告）」平成31年1月21日 文部科学省

学習評価について（高等学校保健体育科）

観点別学習状況の評価の観点の整理

資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて，観点別学習状況の評価の
観点については，小・中・高等学校の各教科等を通じて，「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体
的に学習に取り組む態度」の３観点に整理されました。

＜現行＞

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

＜新＞

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

現
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・学期末や学年末などの事後での評価に終始してしまうことが多く，評価の結果が生徒の具
体的な学習改善につながっていないなどの指摘がある。
・教師によって学習評価の方針が異なり，生徒が学習改善につなげにくいといった現状の課
題も指摘されている。

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 高等学校 保健体育

体育の評価は、技能偏重になっていませんか？
保健の評価は、期末試験の結果が大きな割合になっていませんか？

～評価に戸惑う生徒の声～
「先生によって観点の重みが違うんです。授業態度をとても重視する先生もいるし，テス

トだけで判断するという先生もいます。そうすると，どう努力していけばよいのか本当に
分かりにくいんです。」

学習評価の在り方ハンドブック 高等学校編

① 児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと
② 教師の指導改善につながるものにしていくこと
③ これまで慣行として行われてきたことでも，必要性・妥当性が認めら
れないものは見直していくこと

Plan
指導計画等の作成

Check
生徒の学習状況、指導計画等の評価

Action
授業や指導計画等の改善

各単元における「単元の評価規準」設定の手順
１ 内容のまとまりごとに指導内容を配置
２ 全ての「単元の評価規準」を作成
３ 「単元の評価規準」を選択したり，作成したりするなどして当該単元の評価規準を設定

～科目体育～
【知識・技能】
〇知識
(a) 科学的な知識等を内容とするもの

「～について，言ったり書き出したりしている」
(b) 教師により内容に相違が予想されるもの
「～について，学習した具体例を挙げている」

〇技能
「～ができる」

【思考・判断・表現】
「～している」

【主体的に学習に取り組む態度】
(a)意思や意欲を育てるという情意面
「～しようとしている」
(b)「健康・安全」の観点
「～を確保している」

《「指導と評価の計画」から「評価の総括」まで》裏面へ･･･

Do
指導計画を踏まえた教育の実践



「指導と評価の計画」から「評価の総括」まで

手順1 指導内容を確認し、年間指導計画に各単元を位置付ける

手順2 授業担当者間で各単元の指導事項の共通化を図る

手順4 内容のまとまりにおける全ての「単元の評価規準」を作成する。

手順5 当該単元の「単元の評価規準」を設定する。(手順4から選んだりして設定)

手順６ 単元の指導と評価の計画を作成する。

手順3 指導事項をバランスよく配置し、単元の目標を設定する
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時 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

知 (①) (①) (①) ① ②

技 ①or②or③ ①or②or③

思 ① ③ ② ④

態 ② ③ ①

学
習
の
流
れ

評
価
機
会

健康観察・準備運動・本時の目標・内容等の確認

総
括
的
な
評
価

健康
安全

感覚
づくり
の確
認

整理運動・本時の振り返り

感覚づくり（ゆりかご・かえる跳び・川渡り・ブリッジなど）
・履修状況の確認

・履修技の復習

・演技発表
会

・クラスで考
えた役割に
応じて活動

・多様な関わ
り方

オリエ
ン ・マット運動と鉄棒運動

・自己に適した技の選択及
び練習

・マット・鉄棒
の中から最
終の演技発
表会とは異
なる1種目の
演技を構成

・簡易演技
発表会

・場やルール
を考える

・グループで
のマット運動
の演技を考
え見せ合う

・発表会の演
技を構成

・発表会での
役割を考える

・良い点や修正点 楽しむ調
整の仕方

危険回避

高め助け

観点 キーワード 器械 陸上 器械 球技
技の名称や行い方 ● ● ● ●
体力の高め方 ● ●
課題解決の方法 ● ●
発表の仕方 ● ●

技能 略 略 略 略 略 観察
良い点や修正点の指摘 ● ●
自己や仲間の課題発見 ● ●
課題解決の計画 ● ●
危険回避の仕方提案 ● ●
状況に応じた役割提案 ●
ルールやマナー提案 ●
楽しむ調整の仕方 ● ●
生涯にわたる楽しみ方 ● ●
主体的に取り組む ● ●
ルールやマナー ●
讃える ●
助け合う ●
自己責任 ●
課題挑戦修正 ● ●
健康安全 ● ●

指導事項

思考力、
判断力、
表現力等

学びに向
かう力、
人間性等

知識

学習カード

観察
学習カード

2領選Ⅰ(2年) 全領選Ⅰ(3年)
評価方法

学習カード

月 4 5 6 7 9 1 2 3

週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

全領選Ⅱ
〇球(ｺﾞｰﾙ)
〇武(柔)

陸(走)

全領選Ⅲ
※全領選Ⅰ･Ⅱ以外選択

〇球(ｺﾞｰﾙ)
〇ダ(現リ)

全領選Ⅰ(14)
※年間で選択ｱﾝｹｰﾄ

〇球(ﾈｯﾄ)
〇器(2種選)

体つ
体理 体理

体理陸(走)球･武選Ⅱ
〇球(ｺﾞｰﾙ)
〇武(剣)

体理2領選Ⅰ(13)
〇陸上(走)
〇器械(2種)

陸(走)

球･武選Ⅰ
〇球(ﾈｯﾄ)
〇武(柔)

二
年

三
年

3

2

3

体
育

体つ

全領選Ⅳ

10 11 12

球･武選Ⅱ
〇球(ｺﾞｰﾙ)
〇武(剣)

球･武選Ⅰ
〇球(ﾍﾞｰｽ)
〇武(柔)

一
年

2領選Ⅱ
〇器(ﾏｯﾄ)
〇ダ(創)

体理
球･武選Ⅲ
〇球(ﾈｯﾄ)
〇武(柔)陸上(走)

体理
体つ

〇知識 〇技能

・器械運動では、技の系、技群、グループの
系統性の名称があり、それぞれの技には、
技能の向上につながる重要な動きのポイン
トや安全で合理的、計画的な練習の仕方が
あることについて、学習した具体例を挙げ
ている。

・器械運動の種目によって、必要な体力要
素があり、その種目の技能に関連させながら
体力を高めることができることについて、
言ったり書き出したりしている。

・課題解決の方法では、自己に応じた目標
の設定、目標を達成するための課題の設
定、課題解決のための練習法などの選択と
実践、演技や発表を通した学習成果の確
認、新たな目標の設定といった過程があるこ
とについて、言ったり書き出したりしてい
る。

・自己の・・・

ア　マット運動
【接転抜群】

・新たに学習する基本的な技の一連の
動きを滑らかに安定させて回ることがで
きる。

・開始姿勢や終末姿勢、組合せの動き
や支持の仕方などの条件を変えて回る
ことができる。

・学習した基本的な技を発展をさせて、
一連の動きで回ることができる。

【ほん転抜群】

・新たに学習する基本的な技の一連の
動きを滑らかに安定させて回転すること
ができる。

・開始姿勢や･･･

・選択した技の行い方や技の組合せ方につい
て，自己や仲間の動きを分析して，良い点や
修正点を指摘している。

・課題解決の過程を踏まえて，自己や仲間の
新たな課題を発見している。

・自己や仲間の課題を解決するための練習の
計画を立てている。

・練習や演技の場面で、自己や仲間の危険を
回避するための活動の仕方を提案している。

・グループでの学習で，状況に応じて自己や
仲間の役割を提案している。

・体力や技能の程度，性別等の違いを超え
て，仲間とともに器械運動を楽しむための調
整の仕方を見付けている。

・器械運動の・・・

・器械運動の学習に
主体的に取り組もうと
している。

・自己の状況にかか
わらず，よい演技を讃
えようとしている。

・自己や仲間の課題
に応じた練習計画を
見直すなど，互いに
助け合い高め合おう
としている。

・一人一人の違いに
応じた課題や挑戦を
大切にしようとしてい
る。

・危険の予測を・・・

思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

知識・技能

①

②

①

②

③

①

②

①

②

③

④

①

②

③

時 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

評価
機会

技①
技②

知①
知①
技③

思① 態② 思③ 態③ 知② 思②
思④
態①

知 B B A

技
A゜
A A゜

思 A B B B

態 A A A゜

生
徒
Ｘ

単元の評価機会における記録例
学期の評価の総括及び評定への総括例

事例：科目体育
領域選択 器械運動 その次の年次以降
※球技(ネット型),器械運動の中の器械運動選択

その次の年次では，選択できる領域を広
げ，更に追求したい領域，課題を克服した
い領域等の学習にじっくり取り組むことが
できるよう指導計画を工夫している。

それ以降の年次では，選択した領域の学
習に主体的に取り組むことができるよう，
選択できる領域を可能な範囲で拡大し，
生徒個々の意思を大切にした領域選択
が実現できる指導計画の工夫をしている。

高等学校においては，生徒
自身が選択できるようにす
ることが原則であることから，
選択した領域や領域の内容
によって評価の格差が生じ
ないよう，並行して実践され
る領域や領域の内容間での
指導事項等について，教師
間で事前に検討し，共通理
解を図ることが大切である。

解説では入学年次
とその次の年次以
降の学習のねらい
や具体的な指導事
項が示されている。
それらを手がかり
に，第３編（P.47 参

照）で示された文末
表現の考え方に基
づき，「知識及び技
能」「思考力，判断
力，表現力等」「学
びに向かう力，人
間性等」の解説の
例示の表記をもと
に，全ての「単元の
評価規準」の一覧
を作成する。

「『Ｂ 器械運動』に

おける２年間を見
通した指導事項の
配置の例」から，そ
れ以降の年次に配
置された指導事項
に対応した単元の
評価規準を設定す
る。本事例では，単
元の評価規準」を
図の全ての「単元
の評価規準」の中
の丸数字で示した。

単元の目標，指導
内容，評価規準を
明確にするとともに，
「知識及び技能」
「思考力，判断力，
表現力等」「学びに
向かう力，人間性
等」の指導内容を
バランスよく配置し，
それぞれの関連を
図った指導場面や
評価機会を位置付
けるなど，観点別
学習状況の評価の
妥当性や信頼性を
高める計画を作成
している。

評価
評価
基準数

評価
評価
基準数

評価
評価
基準数

知
BB
(3)(3)

2
AA
(4)(4)

2
BBA
(3)(3)(4)

3
AorB
(3.43)

技
A゜AA゜
(5)(4)(5)

3
AorB
(4.67)

思
AA
(4)(4)

2
A
(4)

1
ABBB

(4)(3)(3)(3)
4

態
B
(3)

1 0
AAA゜
(4)(4)(5)

3

体育理論
3

体つくり運動
5

全領選Ⅰ(器械)
18 評定

(平均値)

4or3
生
徒
X

単元名
時間数

項目

AorB
(3.80)
〈～％〉

AorB
(3.57)
〈～％〉
AorB
(4.00)
〈～％〉

総括(平均点)
〈比率％〉

指導要録の記載に当たっては，３観点での記載が求められること，評定への総
括についてはその方法によって評定が異なる場合が考えられることなどから，各
学校においては，学習指導要領の趣旨や生徒の実態等を踏まえ，総括の方法
について事前に十分に検討し教師間の共通理解を図ることが必要である。

科目保健は、参考資
料参照してください。

＜参考＞「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料
国立教育政策研究所 教育課程研究センター（令和３年８月）

観点 キーワード 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
技の名称や行い方 〇〇● 〇〇〇●
体力の高め方 ●
課題解決の方法 ● ※
発表の仕方 ●

技能 略
良い点や修正点の指摘 ● ※
自己や仲間の課題発見 ● ※
課題解決の計画 ● ※
危険回避の仕方提案 ●
状況に応じた役割提案 ●
ルールやマナー提案
楽しむ調整の仕方 ●
生涯にわたる楽しみ方 ●
主体的に取り組む ※ ●
ルールやマナー
讃える ●
助け合う ●
自己責任
課題挑戦修正 ●
健康安全 ● ※

2領選Ⅰ(2年) 全領選Ⅰ(3年)

知識

思考力、
判断力、
表現力等

学びに向
かう力、
人間性等

器械 器械

略 略

指導事項

●：重点指導機会
〇：複数回での指導機会
※：評価対象とせず指導する機会

その次の年次及びそれ以降の年次で指
導すべき内容を整理し，指導内容を系
統的かつ偏りなく配置する。


